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吉村 寿博 ●建築家
石川県金沢市を拠点に活動している建築家。
1969年生まれ。横浜国立大学大学院、妹島
和世建築設計事務所 /SANAAを経て、吉村
寿博建築設計事務所を主宰。金沢21世紀美術
館の建設時にはプロジェクトリーダーを務めた。

西出 哲子●ライター
石川県加賀市出身のライター。大手総合電機
メーカーで広報・広告業務を経験後、フリー
ライターに転身。NTTデータの広報誌の連載
や日本全国のサービス業の取材のほか、アカ
デミックな記事や文化人の取材を得意とする。

私たちが
レポートします
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金沢は、第二次世界大戦中の空襲を免
れたことから、まちなかの随所に歴史
と伝統が息づいています。一方で、金
沢市民には常に新しいものを求める気
風があり、各時代の文化を大切にしな
がら今の時代の文化を積み重ねる努力
を続けているのです。まちなかを少し
巡るだけで、古さと新しさが共存し、
調和している金沢の魅力を随所に発見
できるでしょう。

03-09 特集●交通と都市の未来形
 まるっと満喫！　ふらり金沢物語

 まちづくり・乗り物・学びから
 見つけた新しい金沢
10-13 ユーザー訪問●乗り心地、いかがですか？
 vol.3

 金沢工業大学
14-15 新連載●私の忘れられない本・映画
 赤間 麻里子さん（女優）

  16 連載●おもちゃの乗り物博物史
 4日間で大西洋を横断した
 1930年代の豪華客船

vol .34  2013

vol.34 2013
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌『FUTURE DESIGN』Vol.34に
対するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」
をお送りします。今号の特選品は、金沢ならではの金箔工芸品
「うちわ銘々皿『四季』」です。観光庁が主催する「魅力ある
日本のおみやげコンテスト2012」でグランプリを受賞した品
で、扇の部分になでしこ、菊、おみなえし、桔梗、萩が描かれた
5枚をセットにしてお届けします。柄の部分は、取りはずせば
フォークとして使えます。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2013年8月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

地球環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

金沢城公園

兼六園

犀川

浅野川

安江町周辺

武蔵ヶ辻交差点
金沢アートグミ

金沢学生のまち
市民交流館

香林坊

金沢市役所

今井金箔

新堅町商店街

チャリ deアート

中村記念美術館
～緑の小径
～鈴木大拙館

白鳥路～お堀通り～百万石通り

Japan Tent
（事務局は北國新聞社内）

森八／金沢菓子木型美術館

近江町市場裏「まちのり」ポート
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「
学
び
」に
は
、金
沢
の
伝
統
工
芸
や
、

金
沢
で
し
か
体
験
で
き
な
い

学
び
の
場
を
含
め
て
み
た
。

learning

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、

行
政
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
、

市
民
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
て
み
た
。

city planning

4

ひがし茶屋街

特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

加
賀
百
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
建
造
物
が
今
に
残
る
金
沢
。

そ
ん
な
金
沢
が
、
２
０
１
５
年
春
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
機
に
、

現
在
急
激
に
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。

歴
史
と
伝
統
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
金
沢
の
魅
力
と
は
何
か
。

こ
の
特
集
で
は
、
石
川
県
加
賀
市
出
身
の
ラ
イ
タ
ー
・
西
出
哲
子
氏
が
、

金
沢
在
住
の
建
築
家
・
吉
村
寿
博
氏
の
案
内
で
金
沢
旧
市
街
を

気
の
向
く
ま
ま
に
巡
っ
た
。

そ
の
な
か
で
見
つ
け
た
新
し
い
金
沢
の
魅
力
を
、

ま
ち
づ
く
り
・
乗
り
物
・
学
び
の
切
り
口
か
ら
お
届
け
し
よ
う
。

vehicle
「
乗
り
物
」に
は
、金
沢
市
内
の
移
動
に
利
用
で
き
る

便
利
な
乗
り
物
の
数
々
を
集
め
て
み
た
。

JR金沢駅

start



4

新
た
に
生
ま
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
場

　

2
0
1
5
年
の
北
陸
新
幹
線
の

開
通
を
控
え
る
金
沢
。
こ
れ
を
機

に
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

金
沢
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
だ
。

金
沢
市
は
現
在
、「
人
・
モ
ノ・
情
報

が
行
き
交
う
世
界
の『
交
流
拠
点

都
市
』の
実
現
」を
目
標
に
掲
げ
る
。

そ
の
た
め
に
、「
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」、

「
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
」、「
中
心

市
街
地
へ
の
都
市
機
能
の
集
中
化
」、

学
生
も
含
め
た「
市
民
主
体
で
の

ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
複
合

的
に
取
り
組
ん
だ
具
体
例
が
、

2
0
1
2
年
に
金
沢
の
中
心
部
・

片
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
金
沢
学
生

の
ま
ち
市
民
交
流
館
だ
。
交
流
館

は
、
古
い
金
澤
町
家
を
改
修
し
た

学
生
の
家
と
併
設
の
交
流
ホ
ー
ル

で
構
成
さ
れ
、
学
生
・
市
民
・
行

政
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
協

議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
場
と

し
て
、
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
ら
り
金
沢
巡
り
の
旅
を
案
内

し
て
く
れ
た
吉
村
寿
博
氏
は
、「
に

ぎ
わ
い
と
い
え
ば
、
最
近
、
商
業

地
・
香
林
坊
か
ら
兼
六
園
を
結
ぶ

エ
リ
ア
に
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
増
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

実
際
、
金
沢
に
は
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
や
鈴
木
大
拙
館
、
旧

県
庁
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
複
合

施
設
・
し
い
の
き
迎
賓
館
な
ど
が
、

近
年
相
次
い
で
完
成
し
た
。
こ
れ

近江町市場裏「まちのり」ポート
「まちのり」ポートを発見！
ICカードをかざすだけで自転車を借りられ、
返却も自転車を戻すだけという手軽さ。

バス

自転車

徒歩

安江町周辺
東別院の門前町だったという金澤表参
道商店街には、町家を利用した個性的
なギャラリーやカフェが点在。こんな
アートな魚も出迎えてくれる。

武蔵ヶ辻交差点
まちなかにエレベーター発見！
武蔵ヶ辻交差点の地下道「クロスピア」
につながっている。地下道には、オブジェ
やひと休みできるスペースも。

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
に
始
ま
り
、昔
か
ら
芸
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る

ひ
が
し
茶
屋
街
で
終
わ
っ
た
、ふ
ら
り
金
沢
巡
り
の
旅
。

少
し
足
を
踏
み
出
し
て
み
れ
ば
、金
沢
の
新
し
い
魅
力
を

至
る
と
こ
ろ
で
発
見
で
き
る
は
ず
だ
。

JR金沢駅

start
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新
た
に
生
ま
れ
る
に
ぎ
わ
い
の
場

　

2
0
1
5
年
の
北
陸
新
幹
線
の

開
通
を
控
え
る
金
沢
。
こ
れ
を
機

に
ま
ち
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

金
沢
の
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
だ
。

金
沢
市
は
現
在
、「
人
・
モ
ノ・
情
報

が
行
き
交
う
世
界
の『
交
流
拠
点

都
市
』の
実
現
」を
目
標
に
掲
げ
る
。

そ
の
た
め
に
、「
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」、

「
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
」、「
中
心

市
街
地
へ
の
都
市
機
能
の
集
中
化
」、

学
生
も
含
め
た「
市
民
主
体
で
の

ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
が
こ
れ
ら
の
課
題
に
複
合

的
に
取
り
組
ん
だ
具
体
例
が
、

2
0
1
2
年
に
金
沢
の
中
心
部
・

片
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
金
沢
学
生

の
ま
ち
市
民
交
流
館
だ
。
交
流
館

は
、
古
い
金
澤
町
家
を
改
修
し
た

学
生
の
家
と
併
設
の
交
流
ホ
ー
ル

で
構
成
さ
れ
、
学
生
・
市
民
・
行

政
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
協

議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
場
と

し
て
、
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
ら
り
金
沢
巡
り
の
旅
を
案
内

し
て
く
れ
た
吉
村
寿
博
氏
は
、「
に

ぎ
わ
い
と
い
え
ば
、
最
近
、
商
業

地
・
香
林
坊
か
ら
兼
六
園
を
結
ぶ

エ
リ
ア
に
、
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
増
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

実
際
、
金
沢
に
は
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
や
鈴
木
大
拙
館
、
旧

県
庁
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
複
合

施
設
・
し
い
の
き
迎
賓
館
な
ど
が
、

近
年
相
次
い
で
完
成
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、「
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の

場
が
生
ま
れ
、
人
の
動
線
が
変
化

し
て
い
る
の
が
面
白
い
」
と
い
う
。

バ
ス
と
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が
充
実

　

そ
ん
な
吉
村
氏
が
金
沢
巡
り
で

お
勧
め
す
る
移
動
手
段
は
、
徒
歩
、

バ
ス
、
そ
し
て
自
転
車
だ
。

　
「
金
沢
に
は
ざ
っ
と
数
え
て
も

５
種
類
ほ
ど
の
バ
ス
が
走
っ
て
い

ま
す
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
大
通
り
や
離
れ

た
場
所
に
は
バ
ス
で
、
川
沿
い
な

ど
景
色
の
い
い
平
地
は
自
転
車
で
、

城
下
町
な
ら
で
は
の
路
地
や
坂
道

な
ど
は
徒
歩
で
移
動
す
る
の
が
お

勧
め
で
す
」

　

金
沢
の
バ
ス
に
は
、
路
線
バ
ス

の
ほ
か
、
観
光
周
遊
バ
ス
、
駅
と

繁
華
街
を
結
ぶ
バ
ス
、
細
い
路
地

を
走
り
、
市
民
や
観
光
客
の
気
軽

な
足
に
な
っ
て
い
る
バ
ス
な
ど
が

あ
り
、
用
途
や
行
き
先
で
使
い
分

け
ら
れ
る
。
料
金
も
、
周
遊
バ
ス

な
ら
1
回
1
0
0
〜
2
0
0
円
と

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。

　

エ
コ
や
二
次
交
通
の
充
実
と
い

う
観
点
か
ら
、
金
沢
で
は
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
も
増
え
て
い
る
。
代
表

的
な
も
の
は
、
金
沢
市
の
「
ま
ち

の
り
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

金
沢
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

機
構
の「
チ
ャ
リ
d
e
ア
ー
ト
」
だ
。

　
「
ま
ち
の
り
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
・

リ
ヨ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

近江町市場裏「まちのり」ポート

Japan Tent （事務局は北國新聞社内）

金沢学生のまち市民交流館

香林坊

「まちのり」ポートを発見！
ICカードをかざすだけで自転車を借りられ、
返却も自転車を戻すだけという手軽さ。

1998年から、毎年石川県で開催されている国際交流
イベント。日本全国から留学生を招き、伝統文化
に触れるプログラムなどを開催している。
「地方からの国際化」の先駆け的存在だ。
写真提供：北國新聞社

交流ホールは、古い料亭の部材を再利用してい
るため、新築ながら重厚感あふれる雰囲気が漂う。
学生や市民団体のさまざまな活動に利用されて
いる人気スポットだ。

金沢にはたくさんのバスがあり、
乗りこなすのは至難の技？
特に、武蔵ヶ辻から香林坊を結ぶ
百万石通りはバスのメッカだ。

バス

自転車

徒歩

安江町周辺
東別院の門前町だったという金澤表参
道商店街には、町家を利用した個性的
なギャラリーやカフェが点在。こんな
アートな魚も出迎えてくれる。

武蔵ヶ辻交差点
まちなかにエレベーター発見！
武蔵ヶ辻交差点の地下道「クロスピア」
につながっている。地下道には、オブジェ
やひと休みできるスペースも。

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
に
始
ま
り
、昔
か
ら
芸
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る

ひ
が
し
茶
屋
街
で
終
わ
っ
た
、ふ
ら
り
金
沢
巡
り
の
旅
。

少
し
足
を
踏
み
出
し
て
み
れ
ば
、金
沢
の
新
し
い
魅
力
を

至
る
と
こ
ろ
で
発
見
で
き
る
は
ず
だ
。

金沢市役所
北陸新幹線の金沢開業を機に、金
沢市役所では、金沢の魅力を高め
る施策に数多く取り組んでいる。
古い町名の復活もその試みのひと
つで、全国的にも珍しい活動だ。

池上 三宏氏
金沢市役所
都市整備局
都市計画課
主査

中心市街地を
さらに活性化
させていきたい
ですね。

土田 昌伯氏
金沢市役所
都市整備局
都市計画課
計画グループ長

全国に先駆けて
歴史的景観の保存
に取り組みました。

　金沢では、昭和40年代に大学
の郊外移転が相次ぎ、まちの活
気や、学生と市民のつながりが
薄れたといわれている。そんな
状況に危機感を持った金沢市は、
2010年に「学生のまち推進条例
（略称）」を施行。学生・市民・市が
一体となって金沢を盛り立てる
ために、まちなか学生まつり、ま
ちなか学生夜塾、CANAZAWA 
CAMPUS SUMMITなど、数々
のプロジェクトを推進している。
　市役所でその職務を担う柿本
紀希氏は、「学都の歴史と文化を
取り戻し、学生にも、その一員と
してまちを盛り上げていってほ

しい。学生が自立したまちづくり
活動を行えるよう、日々一緒に
取り組んでいます」と語る。
　一方、新潟県出身で、学生メ
ンバーの中心的存在の須貝友貴
氏は「他大学の学生や市民の方々
との交流はとても楽しい。ほかの
学生にもこの気持ちを伝えたく
て、金沢の魅力を紹介するイベン
トを計画中です」と、今後も積極
的にプロジェクトに参加する意向
だという。
　学生の創造力とエネルギーが
加わり、金沢は新たな進化を始
めたところだ。

学生・市民・行政でつくる、これからの金沢

須貝 友貴氏
金沢学院大学
文学部 4年

柿本 紀希氏
金沢市市民局
市民協働推進課
主査

JR金沢駅

start



6

に
倣
っ
た
も
の
だ
。
市
街
地
に
18

カ
所
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

ど
こ
で
借
り
て
ど
こ
で
返
却
し
て

も
問
題
な
い
。
30
分
以
内
に
ど
こ

か
の
ポ
ー
ト
に
返
却
し
て
乗
り
継

げ
ば
、
１
日
使
っ
て
も
２
０
０
円

で
済
む
。
一
方
、「
チ
ャ
リ
d
e

ア
ー
ト
」
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
現
在

４
カ
所
あ
り
、
３
時
間
５
０
０
円
、

１
日
１
０
０
０
円
と
い
う
定
額
料

金
で
、
カ
ラ
フ
ル
で
お
し
ゃ
れ
な

自
転
車
を
利
用
で
き
る
。

　

バ
ス
で
、
自
転
車
で
、
徒
歩
で
、

金
沢
の
旅
は
、
セ
ル
フ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
が
自
由
自
在
な
の
だ
。

学
び
が
息
づ
く
ま
ち

　

学
都
と
し
て
も
名
高
い
金
沢
。

実
際
、
人
口
10
万
人
に
占
め
る
大

学
、
短
大
等
の
高
等
教
育
機
関
数

は
、
石
川
県
の
場
合
全
国
3
位

（
2
0
1
2
年
度
）と
非
常
に
高
い
。

　

し
か
し
、
金
沢
で
学
べ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
勉
学
だ
け
で
は
な
い
。

伝
統
の
技
を
伝
え
る
専
門
機
関
や
、

市
民
と
観
光
客
が
伝
統
工
芸
や
伝

統
芸
能
、
多
彩
な
食
文
化
を
体
験

で
き
る
場
も
数
多
く
存
在
す
る
。

　

な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

１
９
９
７
年
に
金
沢
市
が
設
立
し

た
金
沢
市
民
芸
術
村
（
詳
し
く
は
９

ペ
ー
ジ
参
照
）
だ
。
ド
ラ
マ
工
房
や

ア
ー
ト
工
房
な
ど
、
市
民
の
芸
術

活
動
を
支
援
す
る
施
設
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
石
工
や
左
官
な
ど
、

新堅町商店街

中村記念美術館～緑の小径～鈴木大拙館

白鳥路～お堀通り～百万石通り

「骨董通り」として知られる商店街。
近年は、センスのいいギャラリーや
雑貨店、カフェなどが集まる、おし
ゃれスポットだ。

中村記念美術館の裏手には2つの小径がある。
そのうちの1つ、緑の小径の先には、鈴木大拙館
の哲学的な静けさが待っている。

兼六園や金沢城公園からほど近い白鳥路は、
自転車で走るのにもピッタリ！　自然のなか
に彫刻が並ぶ遊歩道には芸術の香りが漂う。

チャリdeアート
コンセプトは「アートなチャリでアートを巡る」。
色鮮やかなオリジナル自転車は、アートなまち・
金沢ならでは。
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に
倣
っ
た
も
の
だ
。
市
街
地
に
18

カ
所
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
が
あ
り
、

ど
こ
で
借
り
て
ど
こ
で
返
却
し
て

も
問
題
な
い
。
30
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内
に
ど
こ
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の
ポ
ー
ト
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却
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０
０
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大
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大
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育
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関
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石
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の
場
合
全
国
3
位

（
2
0
1
2
年
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）と
非
常
に
高
い
。

　

し
か
し
、
金
沢
で
学
べ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
勉
学
だ
け
で
は
な
い
。

伝
統
の
技
を
伝
え
る
専
門
機
関
や
、

市
民
と
観
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客
が
伝
統
工
芸
や
伝

統
芸
能
、
多
彩
な
食
文
化
を
体
験

で
き
る
場
も
数
多
く
存
在
す
る
。

　

な
か
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、

１
９
９
７
年
に
金
沢
市
が
設
立
し

た
金
沢
市
民
芸
術
村
（
詳
し
く
は
９

ペ
ー
ジ
参
照
）
だ
。
ド
ラ
マ
工
房
や

ア
ー
ト
工
房
な
ど
、
市
民
の
芸
術

活
動
を
支
援
す
る
施
設
が
あ
る
だ

け
で
な
く
、
石
工
や
左
官
な
ど
、

金
沢
の
伝
統
の
手
仕
事
を
次
世
代

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
金
沢
職
人
大
学
校
も
併
設
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
手
仕
事

に
よ
る
も
の
づ
く
り
の
技
能
、
歴

史
や
文
化
、
建
築
技
術
な
ど
の
知

識
を
未
来
へ
伝
え
る
学
科
に
加
え
、

職
人
文
化
へ
の
理
解
や
後
継
者
の

発
掘
・
育
成
を
目
的
と
す
る
、市
民

や
子
ど
も
向
け
の
学
び
の
コ
ー
ス

も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

新
た
な
芸
術
が
生
ま
れ
る
場
に
、

歴
史
と
伝
統
を
伝
え
る
場
も
同
時

に
存
在
す
る
。
ま
さ
に
、
伝
統
と

創
造
が
共
存
す
る
金
沢
ら
し
い
学

び
の
場
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
さ
さ
や
か
な
旅
を
案
内

し
て
く
れ
た
吉
村
氏
は
、
実
は
、

金
沢
出
身
で
は
な
い
。
仕
事
で
金

沢
を
訪
れ
、
そ
の
面
白
さ
に
惚
れ

込
ん
で
移
住
し
て
き
た
方
だ
。

　
「
犀
川
と
浅
野
川
に
挟
ま
れ
た

小
さ
な
区
画
に
、人
や
場
所
な
ど
の

魅
力
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い
る

の
が
金
沢
で
す
。
ま
ち
に
出
る
と
、

伝
統
工
芸
や
現
代
ア
ー
ト
な
ど
に

携
わ
っ
た
り
、始
め
よ
う
と
し
て
い

る
面
白
い
人
に
、
日
常
的
に
会
え

て
し
ま
う
。
こ
の
小
さ
い
な
が
ら

も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
ま
ち

の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
、
金
沢

に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

歴
史
と
伝
統
に
新
し
さ
と
未
来

が
重
な
り
合
う
金
沢
は
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。

新堅町商店街

中村記念美術館～緑の小径～鈴木大拙館

白鳥路～お堀通り～百万石通り

「骨董通り」として知られる商店街。
近年は、センスのいいギャラリーや
雑貨店、カフェなどが集まる、おし
ゃれスポットだ。

中村記念美術館の裏手には2つの小径がある。
そのうちの1つ、緑の小径の先には、鈴木大拙館
の哲学的な静けさが待っている。

兼六園や金沢城公園からほど近い白鳥路は、
自転車で走るのにもピッタリ！　自然のなか
に彫刻が並ぶ遊歩道には芸術の香りが漂う。

森八／金沢菓子木型美術館
日本三大銘菓のひとつ「長生殿」を生んだ、金沢を代表する
和菓子の老舗・森八。その2階には、藩政期から伝わる菓子
木型を1000点以上展示している美術館がある。幻想的で
一見の価値あり！

チャリdeアート
コンセプトは「アートなチャリでアートを巡る」。
色鮮やかなオリジナル自転車は、アートなまち・
金沢ならでは。

　伝統工芸で知られる金沢は、
現代アートの分野でも他に引け
を取らない。歴史ある金沢美術
工芸大学は、毎年多くの作家を
輩出し、現代アートの拠点・金沢
21世紀美術館は、国内外から注
目を集めている。
　そんな金沢で、作家を育て、
アートスペース同士をつなぎ、
アートツアーを創出するなど、
複数のプロジェクトを展開して
いるのが水野雅男氏だ。
　「作家の卵たちが、のびのびと
創作活動を行える場所をつくり
たかった。そこで、古い醤油蔵
や町家をアトリエに改修したん
です。また、金沢の文化芸術の
育成を目的に設立したNPO法人 
金沢アートグミでは、作家のア
トリエや建築を訪問するガイド

ツアーや、アートスポットを巡
るツアーを企画提供する金沢ク
リエイティブツーリズムを推進
しています。アートスポット巡
りにピッタリなチャリdeアート
も、アートグミが母体となって
事業化しているのですよ」
　点で活動する作家たちを、市
民プロジェクトが面で支えてい
る。金沢は現代アートの分野で
も注目だ。

金沢のアートを、市民プロジェクトで盛り立てる

ひがし茶屋街
金沢で「焙じ茶」といえば、茎を焙じた「棒茶」のこと。
ひがし茶屋街にある茶房一笑では、町家の落ち着い
た雰囲気のなかで加賀棒茶と季節の上生菓子を堪能
できる。心癒されたい人にはうってつけの空間だ。

goal

金沢アートグミの拠点で、ギャラリーがある
旧北國銀行武蔵ヶ辻支店も、歴史あるアー
トな建物だ。

水野 雅男氏
法政大学 現代福祉学部
福祉コミュニティ学科
教授
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❶模様を選ぶ

❷金箔を貼る

❸金箔を払い落とす

今回はマイバッグをつくってみた。バッグの色
を選んだら、次は金箔の模様選び。加賀友禅に
も使われた「加賀小紋」が素敵！

接着剤を塗ったあと、接着剤が乾かないうちに
金箔を貼る。特殊な紙に引っつけた金箔を、位
置を見定めて慎重に置く。

金箔を定着させるため、いったん乾燥。余分な
金箔を刷毛で払っていく。かなりしっかり払っ
ても大丈夫だ。

防水スプレーをかけたら完成！　マイバッグは、
45分ほどで完成した。メニューも豊富なので、
金沢散策の折には、ぜひお試しあれ。

　

金
沢
随
一
の
繁
華
街
・
香
林
坊

に
は
、
近
年
、
新
し
い
文
化
の
発

信
拠
点
が
２
つ
相
次
い
で
誕
生

し
た
。
北
國
新
聞
赤
羽
ホ
ー
ル
と

香
林
坊
ラ
モ
ー
ダ
だ
。

　

北
國
新
聞
赤
羽
ホ
ー
ル
は

２
０
０
８
年
に
開
館
し
た
芸
術

文
化
施
設
で
、
演
劇
な
ど
の
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
。

　

一
方
、
香
林
坊
ラ
モ
ー
ダ
は

２
０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

大
型
複
合
ビ
ル
で
、
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
や
人
気
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が

入
居
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
建
物

で
も
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

北國新聞赤羽ホール
ホールの名称は、北國新聞創刊者で初代社長の赤羽萬次
郎氏の名前に由来している。

香林坊ラモーダ
市松模様のガラス壁面が美しい。

金
沢
を
彩
る

最
新
の
文
化
発
信
拠
点

❹完成！

金
沢
は
金
箔
生
産
の
メ
ッ
カ
で
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
99
％
を
占
め
る
。

「
こ
れ
ぞ
金
沢
！
」を
紹
介
す
る
た
め
に
、今
回
は
、老
舗
の
今
井
金
箔
で
体
験
し
た
箔
貼
り
を
レ
ポ
ー
ト
し
よ
う
！

金
箔
の
特
性
を
知
る

金
箔
は
ど
ん
な
味
が
す
る
!?

体
験
コ
ー
ス
の
冒
頭
で
、
金
箔
の
厚
み
が

1
万
分
の
1
㎜
し
か
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
。
金
箔
を
貼
っ
た
眼
鏡
で
の
ぞ
く

と
、
景
色
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
だ
。

今
井
金
箔
で
は
、
体
験
コ
ー
ス
の
冒
頭
で
、

金
箔
を
実
際
に
触
っ
た
り
、
食
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
な
か
体
験
で
き

な
い
こ
と
な
の
で
、
金
沢
を
訪
れ
た
折
に

は
、
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

始める前に



歴史が重なる都市、金沢

　金沢の都市としての誕生は、日本
中に城下町が生まれた戦国時代です
から平均年齢都市なのですが、「古
都」や「伝統」というイメージが強
いのは、戦国から現代までの各時代
の層が今もまちに残り、身近に触れ
ることができるからでしょう。
　日本の多くの都市は、明治期に殖
産興業の波に乗り、工芸を工業に転
換するなど急速に変容しましたが、
金沢は産業都市としては発展せず、
工芸は伝統工芸として残りました。
おかげで空襲の標的から免れ、各時
代の層が保たれたのですね。こうし
た、文化・芸術・建築などのさまざま
な分野に歴史的重層性を持つ点に、
金沢らしさがあると思います。

伝統と革新の共存

　歴史と伝統が息づく金沢は、反面、
常に新しいもの、最先端を追求する
都市でもあります。こうした意識は、
わが国初の伝統環境保全条例の制
定や、ユネスコ創造都市ネットワー
クのクラフト部門への申請・認定に
も表れています。我々建築家はこう
した金沢にあって、過去の優れたも
のをきちんと残し、同時に新たな技
術やデザイン、ニーズを汲んで、今
の時代の層を重ねていく必要があり
ます。
　例えば、2011年に「世界で最も
美しい駅」のひとつに選ばれたJR
金沢駅東口の「もてなしドーム」。

わが国初のアルミ合金製立体トラス
を使用し、強化ガラスと、伝統芸能
「加賀宝生」の鼓をイメージした柱
を組み合わせ、伝統と革新が共存す
る金沢を象徴する建築となっていま
す。また、新たなランドマークとなっ
た「金沢21世紀美術館」も、やはり最
先端を目指して成功した例です。

新しい金沢をつくる

　各時代が重なり合う金沢には、遊
び─つまり付加価値を生み出す資
源が豊富です。ここに建築やまちづ
くりのアイデアを散りばめ、遊びに
あふれた、豊かで住みよい都市にし
ていければよいと思っています。
　「金沢市民芸術村」は、建築で初
めて、1997年度のグッドデザイン
賞大賞を受賞しました。市が購入し
た紡績工場跡地と建物を活用しよう
と調べてみると、市民や若者の文化・
芸術活動を奨励する場所がないこと
がわかったのです。そこで、会社員
や学生など、時間や活動資金に余裕
がない利用者のためにも、24時間
365日低料金で利用できる施設を提
案しました。大賞を受賞できたのは
「金沢市民芸術村」全体のスキーム
も評価されたからです。
　2015年春には北陸新幹線が開通
します。JR金沢駅の新幹線ホーム
には、九谷焼や加賀友禅など、伝統
工芸32品目を盛り込みます。訪れ
る人に、加賀百万石の華やかさを感
じてもらいたいですね。

魅力的な人々がまちを愛し、
支える

　私は東京日本橋の出身ですが、金
沢に移り住んで 36年になります。
金沢は、実は非常に人が面白い。私
は人の魅力に惹かれて金沢に来たよ
うなものです。
　金沢の経済人は、文化好き、ボラ
ンティア好きで、いわゆる旦那衆で
す。そして、この旦那衆が金沢をと
ても愛しているのです。彼らが、ま
ちを流れる用水を守り、古い町名を
守り、不景気に苦しむひがし茶屋街
を守って、今の金沢につなげました。
　金沢は人が何かを持っているまち
です。金沢に来たらぜひ人と触れ合
い、話をしてください。ほかにはな
い何かをきっと感じてもらえると思
います。
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伝統の上に革新を重ね、
変貌し続けるまち

❶模様を選ぶ

❷金箔を貼る

❸金箔を払い落とす
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を選んだら、次は金箔の模様選び。加賀友禅に
も使われた「加賀小紋」が素敵！
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０
８
年
に
開
館
し
た
芸
術

文
化
施
設
で
、
演
劇
な
ど
の
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
。

　

一
方
、
香
林
坊
ラ
モ
ー
ダ
は

２
０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

大
型
複
合
ビ
ル
で
、
オ
ー
プ
ン
ス

タ
ジ
オ
や
人
気
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が

入
居
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
建
物

で
も
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

北國新聞赤羽ホール
ホールの名称は、北國新聞創刊者で初代社長の赤羽萬次
郎氏の名前に由来している。

香林坊ラモーダ
市松模様のガラス壁面が美しい。

金
沢
を
彩
る

最
新
の
文
化
発
信
拠
点

水野 一郎氏

金沢工業大学 副学長

MIZUNO ICHIRO
1941年生まれの建築家
東京芸術大学大学院建築学専攻
修了後、㈱大谷研究室を経て、金沢
工業大学建築学科助教授に就任。
その後教授を経て 2012年より
現職。金沢を中心に、地域の特性
やニーズを踏まえた多くの建築を
手がける。「金沢市民芸術村」「獅子
ワールド館」など受賞歴多数。

❹完成！

金
沢
は
金
箔
生
産
の
メ
ッ
カ
で
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
99
％
を
占
め
る
。

「
こ
れ
ぞ
金
沢
！
」を
紹
介
す
る
た
め
に
、今
回
は
、老
舗
の
今
井
金
箔
で
体
験
し
た
箔
貼
り
を
レ
ポ
ー
ト
し
よ
う
！

金
箔
の
特
性
を
知
る

金
箔
は
ど
ん
な
味
が
す
る
!?

体
験
コ
ー
ス
の
冒
頭
で
、
金
箔
の
厚
み
が

1
万
分
の
1
㎜
し
か
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
。
金
箔
を
貼
っ
た
眼
鏡
で
の
ぞ
く

と
、
景
色
が
透
け
て
見
え
る
ほ
ど
だ
。

今
井
金
箔
で
は
、
体
験
コ
ー
ス
の
冒
頭
で
、

金
箔
を
実
際
に
触
っ
た
り
、
食
べ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
な
か
体
験
で
き

な
い
こ
と
な
の
で
、
金
沢
を
訪
れ
た
折
に

は
、
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

始める前に

金沢市が市民の芸術活動の支援を目的に設置した総合文化施設で、旧大和紡績工場の敷地
と建物をベースに、レンガ造工場建築群を再生した。水野一郎氏の代表作品のひとつ。

金沢市民芸術村
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面
倒
見
が
良
い
大
学

８
年
連
続
で
ト
ッ
プ

　
「
大
学
改
革
の
お
手
本
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
注
目
の
大
学
が
石

川
県
に
あ
る
。
金
沢
に
ほ
ど
近
い

野
々
市
市
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
扇
が
丘
）
を
置
く
金
沢
工
業
大
学

だ
。

　

工
学
部
、
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

学
部
、環
境
・
建
築
学
部
、バ
イ
オ
・

化
学
部
の
4
学
部
14
学
科
で
構
成

さ
れ
、
学
部
学
生
が
約
６
７
０
０

名
在
籍
し
て
い
る
。

　

1
9
9
5
年
度
か
ら
改
革
に
取

り
組
み
、「
学
生
主
役
の
大
学
」

を
掲
げ
、
徹
底
し
た
学
修
支
援
で

「
教
育
付
加
価
値
日
本
一
の
学
園
」

を
目
指
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
顕
著
に
現
れ
、

2
0
1
3
年
3
月
卒
業
生
の
就
職

内
定
率
は
96
・
8
％
に
達
し
、
49
・

5
％
が
上
場
企
業
、
大
手
企
業
、

公
務
員
に
就
職
し
て
い
る
。

　

朝
日
新
聞
出
版
『
週
刊
朝
日
ム

ッ
ク 

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』
の
「
学

長
か
ら
の
評
価
」
教
育
分
野
で
8

年
連
続
1
位
（
2
0
1
3
年
版
）、

毎
日
新
聞
社
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

の
調
査
で
も
、「
面
倒
見
が
良
い

大
学
」
と
し
て
8
年
連
続
で
ト
ッ

プ
と
な
り
、
各
方
面
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

教
育
付
加
価
値
で

日
本
一
を
目
指
す

　

同
大
学
施
設
部
長
の
田
畑
浩
数

氏
は
、
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
こ

う
語
る
。

　
「
当
大
学
に
は
『
高
邁
な
人
間

形
成
』『
深
遠
な
技
術
革
新
』『
雄

大
な
産
学
協
同
』
と
い
う
三
大
建

学
綱
領
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に

学
生
主
役
の
大
学
を
支
え
る
施
設
や
設
備

金
沢
工
業
大
学

石
川
県
野
々
市
市
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
金
沢
工
業
大
学
は
、
今
注
目
の

大
学
で
あ
る
。
卒
業
生
の
就
職
率
は
な
ん
と
96
％
以
上
で
、
約
半
数
が
上
場
企
業
、

大
手
企
業
、
公
務
員
に
就
職
。「
よ
く
教
え
る
大
学
」「
面
倒
見
が
良
い
大
学
」
と

評
判
で
、
徹
底
し
た
学
修
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
計
画
も
こ
う
し
た
教
育
方
針

に
従
っ
て
実
施
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
、
効
率
的
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。「
学
生
が
居
た
く
な
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
と
語
る
同
大
学
施
設

部
長
の
田
畑
浩
数
氏
に
聞
い
た
。

ユ ー ザ ー 訪 問

公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街のさまざまな場所で
エレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザー
さまをご紹介します。

導入事例

vol.3
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23号館（講義棟）エレベーター・2階のりば
同大学では、施設計画時に安全・安心を最優先に
しているほか、昇降路をガラス製にすることでエレ
ベーターの構造が外からわかりやすくなっている。

田畑 浩数氏

学校法人金沢工業大学
施設部長

面
倒
見
が
良
い
大
学

８
年
連
続
で
ト
ッ
プ

　
「
大
学
改
革
の
お
手
本
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
注
目
の
大
学
が
石

川
県
に
あ
る
。
金
沢
に
ほ
ど
近
い

野
々
市
市
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
扇
が
丘
）
を
置
く
金
沢
工
業
大
学

だ
。

　

工
学
部
、
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

学
部
、環
境
・
建
築
学
部
、バ
イ
オ
・

化
学
部
の
4
学
部
14
学
科
で
構
成

さ
れ
、
学
部
学
生
が
約
６
７
０
０

名
在
籍
し
て
い
る
。

　

1
9
9
5
年
度
か
ら
改
革
に
取

り
組
み
、「
学
生
主
役
の
大
学
」

を
掲
げ
、
徹
底
し
た
学
修
支
援
で

「
教
育
付
加
価
値
日
本
一
の
学
園
」

を
目
指
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
顕
著
に
現
れ
、

2
0
1
3
年
3
月
卒
業
生
の
就
職

内
定
率
は
96
・
8
％
に
達
し
、
49
・

5
％
が
上
場
企
業
、
大
手
企
業
、

公
務
員
に
就
職
し
て
い
る
。

　

朝
日
新
聞
出
版
『
週
刊
朝
日
ム

ッ
ク 

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
』
の
「
学

長
か
ら
の
評
価
」
教
育
分
野
で
8

年
連
続
1
位
（
2
0
1
3
年
版
）、

毎
日
新
聞
社
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

の
調
査
で
も
、「
面
倒
見
が
良
い

大
学
」
と
し
て
8
年
連
続
で
ト
ッ

プ
と
な
り
、
各
方
面
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
る
。

教
育
付
加
価
値
で

日
本
一
を
目
指
す

　

同
大
学
施
設
部
長
の
田
畑
浩
数

氏
は
、
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
こ

う
語
る
。

　
「
当
大
学
に
は
『
高
邁
な
人
間

形
成
』『
深
遠
な
技
術
革
新
』『
雄

大
な
産
学
協
同
』
と
い
う
三
大
建

学
綱
領
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に

ビ
ジ
ョ
ン
や
教
育
方
針
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
人
間
形
成
を
目
的
と
す
る
教
育

付
加
価
値
日
本
一
で
、
そ
の
た
め

に
学
生
た
ち
の
勉
学
活
動
の
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
当
大

学
の
学
生
は
授
業
ご
と
に
多
く
の

課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
１
年
次

に
は
、
毎
日
学
業
や
生
活
に
関
す

る
日
記
の
よ
う
な
も
の
（
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
）
を
提
出
さ
せ
、
教
員

が
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
返
却
し
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位

で
課
題
を
行
っ
て
い
る
か
、
睡
眠

や
食
事
を
規
則
正
し
く
と
っ
て
い

る
か
な
ど
に
関
し
て
学
生
自
身

の
気
づ
き
を
促
す
こ
と
で
、
勉
学

と
規
則
正
し
い
生
活
を
習
慣
化
し

ま
す
」

　

同
大
学
の
授
業
日
数
は
年
間
約

1
6
0
日
だ
が
、
夏
季
・
冬
季
休

業
や
土
曜
日
な
ど
の
約
1
4
0
日

も
学
生
同
士
が
学
び
合
う
文
化
を

推
進
し
て
い
る
。
大
学
創
設
以
来
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
活
動
時
間

が
長
い
ほ
ど
学
生
が
成
長
す
る
と

い
う
考
え
が
一
貫
し
て
あ
り
、
学

生
が
自
主
活
動
や
チ
ー
ム
活
動
に

取
り
組
め
る
場
を
整
備
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
け
る
滞
留
時
間
を
長

く
す
る
各
種
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

学
生
が
居
た
く
な
る

学
内
環
境
を
整
備

　
「
施
設
を
な
る
べ
く
長
く
開
け

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
我
々

は
教
育
目
標
に
則
っ
て
施
設
計
画

を
立
て
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
学

生
が
居
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
田
畑
氏
。

　

7
号
館
1
階
に
は
、
2
2
5
席

の
自
習
室
が
あ
り
、
3
6
5
日
・

24
時
間
オ
ー
プ
ン
、
年
間
延
べ

55
万
人
が
利
用
し
て
い
る
。
レ
ス

ト
ラ
ン
も
広
々
と
し
て
明
る
く
、

テ
ー
ブ
ル
に
は
自
習
用
に
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

夜
10
時
ま
で
開
い
て
い
る
が
、
さ

ら
に
構
内
で
学
修
を
続
け
た
い
人

は
7
号
館
の
自
習
室
に
移
動
す
れ

ば
い
い
。

　

同
大
学
で
は
入
学
時
か
ら
全
学

生
が
１
台
ず
つ
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
所
持
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
学

修
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
約
5
0
0
0

カ
所
の
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
と

1
0
9
カ
所
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク

セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
学
と
大
学
周
辺
の

学
生
用
ア
パ
ー
ト
約
2
6
0
棟
を

光
ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぎ
、
自
宅
で

も
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

利
用
で
き
る
。
国
内
で
は
初
の
試

み
だ
。

　

26
号
館
と
41
号
館
に
は
、
も
の

づ
く
り
を
実
践
で
き
る
「
夢
考
房
」

と
い
う
教
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
各
種
工
作
機
械
な
ど
が

完
備
さ
れ
て
お
り
、
平
日
は
夜
9

時
ま
で
利
用
で
き
る
。
こ
の
ほ
か

に
も
同
大
学
の
施
設
の
充
実
ぶ
り

を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
だ
。

学
生
主
役
の
大
学
を
支
え
る
施
設
や
設
備

金
沢
工
業
大
学

石
川
県
野
々
市
市
に
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
金
沢
工
業
大
学
は
、
今
注
目
の

大
学
で
あ
る
。
卒
業
生
の
就
職
率
は
な
ん
と
96
％
以
上
で
、
約
半
数
が
上
場
企
業
、

大
手
企
業
、
公
務
員
に
就
職
。「
よ
く
教
え
る
大
学
」「
面
倒
見
が
良
い
大
学
」
と

評
判
で
、
徹
底
し
た
学
修
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
施
設
計
画
も
こ
う
し
た
教
育
方
針

に
従
っ
て
実
施
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
、
効
率
的
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。「
学
生
が
居
た
く
な
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
と
語
る
同
大
学
施
設

部
長
の
田
畑
浩
数
氏
に
聞
い
た
。

ユ ー ザ ー 訪 問

公共施設や駅、病院やデパートなど、
北から南まで街のさまざまな場所で
エレベーターは活躍しています。
ここでは、東芝エレベータのユーザー
さまをご紹介します。

導入事例
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シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
で

学
生
が
構
造
に
興
味

　

2
0
1
2
年
9
月
に
完
成
し
た

23
号
館
は
、
同
大
学
講
義
棟
群
の

ハ
ブ
と
な
る
校
舎
で
あ
る
。
そ
の

な
か
に
今
般
設
置
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＆
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
力
」
を
鍛
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
学
修
環
境
で
、
学
生
と

教
職
員
は
も
と
よ
り
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
接
点
を
意
識
し
た

地
域
・
産
学
・
大
学
間
連
携
等
の

活
動
拠
点
だ
。

　
「
チ
ー
ム
に
よ
る
問
題
発
見
・

解
決
活
動
の
充
実
を
図
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
拠
点
と
し
て

活
用
し
ま
す
」
と
田
畑
氏
は
語
る
。

　

こ
の
23
号
館
に
は
昇
降
路
が
ガ

ラ
ス
製
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
１
台

導
入
さ
れ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

動
く
仕
組
み
や
構
造
が
外
か
ら

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。

　
「
シ
ー
ス
ル
ー
に
し
た
の
は
学

生
に
機
械
の
内
部
を
見
せ
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
や
は
り
、
構
造
を

理
解
し
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が

技
術
者
と
し
て
の
第
一
歩
で
す
か

ら
」

　

実
は
8
号
館
で
は
、
す
で
に
シ

ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
8
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
駆

動
部
が
よ
く
見
え
る
の
で
学
生
が

興
味
を
示
し
て
内
部
を
の
ぞ
き
込

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

安
全
に
大
量
移
動

　

同
大
学
で
は
、
メ
イ
ン
の
扇
が

丘
キ
ャ
ン
パ
ス
と
白
山
市
に
あ
る

「
や
つ
か
ほ
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
26
台
と
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
24
台
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
人
を
大

量
に
効
率
よ
く
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、

講
義
の
合
間
の
休
み
時
間
が
20
分

間
し
か
な
く
て
も
、
学
生
は
次
の

教
室
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
動

く
音
が
講
義
の
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
乗
る
時
だ
け
動
く
自
動

運
転
に
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
、
車
い
す
の
利
用
者
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る
と
大
切
な

設
備
で
す
ね
」

　

田
畑
氏
は
安
全
・
安
心
の
確
保

に
最
も
注
力
し
て
お
り
、
新
築
で

は
当
然
な
が
ら
地
震
や
停
電
時
に

最
寄
り
階
に
緊
急
着
床
す
る
最
新

型
を
導
入
し
て
い
る
。新
築
が
一

段
落
し
た
ら
、古
い
機
種
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
考
え
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　
シ
ー
ス
ル
ー
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
、
上
り
4
台
と
下
り
4
台
で
、

そ
れ
ぞ
れ
赤
と
青
に
色
分
け
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
安
全
対
策
の

一
環
だ
と
い
う
。
自
動
運
転
で
停

止
中
に
利
用
す
る
際
、
上
り
と
下

り
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
と
い
う

配
慮
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
間
違
っ
て

進
入
す
る
と
警
告
ブ
ザ
ー
も
鳴
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
サ
ン
ダ
ル
が
挟
ま
れ
る
な
ど

の
事
故
が
心
配
な
の
で
、
注
意
を

喚
起
す
る
看
板
も
出
し
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
事
故
は
ま
っ
た
く
あ

8号館（23号館に隣接する講義棟）エスカレーター
全国でも珍しいシースルーエスカレーター。側面にアクリル板を採用することで、
内部の構造が観察しやすくなっている。安全対策の一環で、上りと下りが赤と青で
色分けされている。側面のアクリル板とも相まって、赤と青が美しく映える。

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学

　

テ
レ
ビ
の
普
及
に
伴
う
放
送
技

術
者
の
養
成
を
目
的
に
1
9
5
7

年
に
設
立
さ
れ
た
北
陸
電
波
学
校

を
前
身
と
し
、65
年
に
大
学
と
な
っ

た
。
現
在
、
高
専
、
大
学
、
大
学

院
か
ら
構
成
さ
れ
、
在
籍
者
総
数

は
7
8
0
0
人
ほ
ど
に
な
る
。

　

石
川
憲
一
学
長
の
も
と
、
95
年

か
ら
改
革
に
取
り
組
み
、
知
識
伝

授
型
か
ら
「
知
恵
の
習
得
に
よ
る

問
題
発
見
・
解
決
型
」
の
教
育
へ

の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
生
同
士
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
問
題
発
見
と
解
決
に
当
た
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

導
入
。
学
力
と
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
人
間
力
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は

卒
業
生
の
就
職
内
定
率
に
現
れ
、

2
0
1
2
年
度
で
96・8
％
と
な
っ

て
い
る
。
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シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
で

学
生
が
構
造
に
興
味

　

2
0
1
2
年
9
月
に
完
成
し
た

23
号
館
は
、
同
大
学
講
義
棟
群
の

ハ
ブ
と
な
る
校
舎
で
あ
る
。
そ
の

な
か
に
今
般
設
置
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＆
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
の
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
力
」
を
鍛
え
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
学
修
環
境
で
、
学
生
と

教
職
員
は
も
と
よ
り
、
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
接
点
を
意
識
し
た

地
域
・
産
学
・
大
学
間
連
携
等
の

活
動
拠
点
だ
。

　
「
チ
ー
ム
に
よ
る
問
題
発
見
・

解
決
活
動
の
充
実
を
図
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
拠
点
と
し
て

活
用
し
ま
す
」
と
田
畑
氏
は
語
る
。

　

こ
の
23
号
館
に
は
昇
降
路
が
ガ

ラ
ス
製
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
１
台

導
入
さ
れ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

動
く
仕
組
み
や
構
造
が
外
か
ら

よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。

　
「
シ
ー
ス
ル
ー
に
し
た
の
は
学

生
に
機
械
の
内
部
を
見
せ
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。
や
は
り
、
構
造
を

理
解
し
、
関
心
を
持
つ
こ
と
が

技
術
者
と
し
て
の
第
一
歩
で
す
か

ら
」

　

実
は
8
号
館
で
は
、
す
で
に
シ

ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
8
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
駆

動
部
が
よ
く
見
え
る
の
で
学
生
が

興
味
を
示
し
て
内
部
を
の
ぞ
き
込

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

安
全
に
大
量
移
動

　

同
大
学
で
は
、
メ
イ
ン
の
扇
が

丘
キ
ャ
ン
パ
ス
と
白
山
市
に
あ
る

「
や
つ
か
ほ
リ
サ
ー
チ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
26
台
と
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
24
台
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
人
を
大

量
に
効
率
よ
く
運
ん
で
く
れ
ま
す
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、

講
義
の
合
間
の
休
み
時
間
が
20
分

間
し
か
な
く
て
も
、
学
生
は
次
の

教
室
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
動

く
音
が
講
義
の
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
乗
る
時
だ
け
動
く
自
動

運
転
に
し
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
、
車
い
す
の
利
用
者
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
る
と
大
切
な

設
備
で
す
ね
」

　

田
畑
氏
は
安
全
・
安
心
の
確
保

に
最
も
注
力
し
て
お
り
、
新
築
で

は
当
然
な
が
ら
地
震
や
停
電
時
に

最
寄
り
階
に
緊
急
着
床
す
る
最
新

型
を
導
入
し
て
い
る
。新
築
が
一

段
落
し
た
ら
、古
い
機
種
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
も
考
え
た
い
と
の
こ
と
だ
。

　
シ
ー
ス
ル
ー
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
、
上
り
4
台
と
下
り
4
台
で
、

そ
れ
ぞ
れ
赤
と
青
に
色
分
け
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
安
全
対
策
の

一
環
だ
と
い
う
。
自
動
運
転
で
停

止
中
に
利
用
す
る
際
、
上
り
と
下

り
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
と
い
う

配
慮
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
間
違
っ
て

進
入
す
る
と
警
告
ブ
ザ
ー
も
鳴
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
サ
ン
ダ
ル
が
挟
ま
れ
る
な
ど

の
事
故
が
心
配
な
の
で
、
注
意
を

喚
起
す
る
看
板
も
出
し
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
事
故
は
ま
っ
た
く
あ
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23号館エレベーター・昇降路背面側
学生がエレベーターの仕組みや構造を学修しやすいよう
に、シースルータイプのエレベーターが導入されている。

23号館エスカレーター
23号館には、講義室が全部で14室もあるため、学生が
講義の合間に移動する手段としては、大量輸送が可能で
静かなエスカレーターが主に利用されている。

8号館（23号館に隣接する講義棟）エスカレーター
全国でも珍しいシースルーエスカレーター。側面にアクリル板を採用することで、
内部の構造が観察しやすくなっている。安全対策の一環で、上りと下りが赤と青で
色分けされている。側面のアクリル板とも相まって、赤と青が美しく映える。

り
ま
せ
ん
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
も

か
ご
室
内
に
す
べ
て
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
全
職
員
が
参
加
し
、
消

防
署
や
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
も
協
力

し
て
定
期
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

中
心
と
し
た
防
災
訓
練
も
行
っ
て

い
る
。
日
頃
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
重
視
し
て
い
る
。

　
「
扇
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
は
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
製
で
す
。

地
震
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込

め
事
故
な
ど
が
起
き
た
時
に
即
座

に
対
応
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
」

　

万
が
一
の
時
も
学
生
の
安
全
の

確
保
を
一
番
に
考
え
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
学
生
も
学
業
に
専
念
で
き

る
の
だ
ろ
う
。

学
校
法
人
金
沢
工
業
大
学

　

テ
レ
ビ
の
普
及
に
伴
う
放
送
技

術
者
の
養
成
を
目
的
に
1
9
5
7

年
に
設
立
さ
れ
た
北
陸
電
波
学
校

を
前
身
と
し
、65
年
に
大
学
と
な
っ

た
。
現
在
、
高
専
、
大
学
、
大
学

院
か
ら
構
成
さ
れ
、
在
籍
者
総
数

は
7
8
0
0
人
ほ
ど
に
な
る
。

　

石
川
憲
一
学
長
の
も
と
、
95
年

か
ら
改
革
に
取
り
組
み
、
知
識
伝

授
型
か
ら
「
知
恵
の
習
得
に
よ
る

問
題
発
見
・
解
決
型
」
の
教
育
へ

の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
学
生
同
士
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
問
題
発
見
と
解
決
に
当
た
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

導
入
。
学
力
と
同
時
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
人
間
力
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は

卒
業
生
の
就
職
内
定
率
に
現
れ
、

2
0
1
2
年
度
で
96・8
％
と
な
っ

て
い
る
。
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気配りあるメンテナンスで
安全・安心・清潔感を保つ

中林 清治
東芝エレベータ
北陸支店 金沢営業所
シニアフィールドエンジニア

計
50
台
の
製
品
が

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
フ
ル
稼
働

　

金
沢
工
業
大
学
は
、
本
部

の
あ
る
扇
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス

で
約
19
万
㎡
、
や
つ
か
ほ
リ

サ
ー
チ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
約

8
万
㎡
の
広
さ
が
あ
り
、
両

キ
ャ
ン
パ
ス
を
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
つ
な
い
で
い
る
。
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
1
9
8
2

年
に
開
館
し
た
６
号
館
（
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
）
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
納
入
し
て
以
来
、

数
多
く
の
製
品
を
納
入
し
、

現
在
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
26
台
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
24
台
が
稼
働
し
て
い

る
。
全
講
義
棟
に
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
重
要
な
動

線
の
確
保
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

学
校
側
が
最
も
重
視
す
る

安
全
と
安
心
を
維
持
す
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
東
芝
エ
レ
ベ

ー
タ
北
陸
支
店
の
金
沢
営
業

所
が
担
当
し
て
お
り
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
遠
隔
監
視
機
能

が
あ
る
機
種
で
3
カ
月
に
1

回
、
な
い
機
種
で
毎
月
1
回
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
全
機
種

を
毎
月
1
回
点
検
し
て
い
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の

外
装
も
自
発
的
に
清
掃

　

20
年
前
か
ら
同
大
学
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担

当
し
て
い
る
金
沢
営
業
所
の

中
林
清
治
は
、
次
の
よ
う
に

語
る
。

　
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
平
日
に

点
検
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

は
利
用
の
少
な
い
土
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。
台
数
が
多

い
の
で
、
総
勢
13
名
の
ス
タ

ッ
フ
で
、
第
2
・
4
土
曜
日
に

分
担
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

点
検
中
は
隙
間
な
く
安
全
柵

を
設
置
し
、
大
き
な
音
を
出

さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

い
ま
す
」

　

シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ
は
汚

れ
が
目
立
ち
や
す
い
の
で
、

清
掃
に
は
気
を
配
っ
て
い
る

と
い
う
。
特
に
、
8
号
館
の

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
年
に
2

回
、
ガ
ラ
ス
と
外
装
パ
ネ
ル

全
体
の
清
掃
を
自
発
的
に
行

っ
て
い
る
。
8
台
も
あ
る
の

で
、
丸
１
日
を
要
す
る
大
が

か
り
な
作
業
だ
。

　
「
学
生
さ
ん
も
興
味
が
あ
る

の
か
、
シ
ー
ス
ル
ー
タ
イ
プ

の
内
部
を
時
折
の
ぞ
い
て
い

き
ま
す
ね
。『
も
う
少
し
見
せ

て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
学
生

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」

　

同
大
学
に
は
古
い
機
種
か

ら
最
新
型
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

機
種
が
動
い
て
い
る
の
で
、

若
手
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
タ

ッ
フ
の
ス
キ
ル
養
成
に
も
役

立
っ
て
い
る
と
い
う
。

DATA
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人
生
の
進
路
を
左
右
し
た
１
本

の
映
画

│
女
優
・
赤
間
麻
里
子

さ
ん
に
と
っ
て
、『
ウ
エ
ス
ト
・
サ

イ
ド
物
語
』
は
、
ま
さ
に
そ
う
い

っ
て
い
い
映
画
だ
っ
た
。

　
『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
』、

日
本
で
の
公
開
は
１
９
６
１
年

末
、
丸
の
内
ピ
カ
デ
リ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
映
画
館
で
封
切

ら
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。
当

時
、
こ
の
映
画
が
い
か
に
印

象
的
だ
っ
た
か
を
示
す
２

つ
の
漫
画
が
あ
る
。
１
つ

は
手
塚
治
虫
の
『
新
撰

組
』。
こ
の
な
か
に
、
新
撰

組
の
芹
沢
鴨
が
京
都
の
町
を

酔
っ
て
歩
く
シ
ー
ン
が
登
場
す
る
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、町
な
か
の

人
々
全
員
が
整
然
と
並
び
、
皆
足

を
上
げ
て
踊
り
出
す
。
そ
し
て
、

画
面
中
央
に
は
「
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
」
の
文
字
。

こ
の
漫
画
に
影
響
を
受
け
て
、
萩

尾
望も

と都
さ
ん
は
漫
画
家
を
目
指
す

こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
別

の
話
。
も
う
１
つ
は
、
や
は
り
手

塚
治
虫
に
憧
れ
て
漫
画
家
に
な
っ

た
石
ノ
森
章
太
郎
の
『
サ
イ
ボ
ー

グ
０
０
９
』。
こ
ち
ら
は
９
人
の
サ

イ
ボ
ー
グ
戦
士
た
ち
が
悪
と
闘
う

話
だ
が
、
そ
の
な
か
の
１
人
、

０
０
２
は
、
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド

の
元
非
行
少
年
と
い
う
設
定
で
あ

っ
た
。

　

も
っ
と
も
赤
間
さ
ん
が
こ
の
映

画
を
観
た
の
は
、
幼
稚
園
の
時
と

い
う
か
ら
、日
本
で
の
初
公
開
か
ら
、

15
、６
年
は
過
ぎ
て
い
た
だ
ろ
う
。

映
画
好
き
の
母
に
連
れ
ら
れ
て
行

っ
た
映
画
館
で
観
た
。
真
っ
暗
な

な
か
に
口
笛
の
音
が
聴
こ
え
、
や

が
て
映
画
が
始
ま
る
と
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
俯
瞰
で
捉
え
た
映
像
が

延
々
と
続
く
。
次
に
カ
メ
ラ
が
映

し
出
す
の
は
、
そ
の
一
角
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
。
た
む
ろ
し
て
い

た
男
た
ち
が
突
然
、
指
を
鳴
ら
し

て
踊
り
出
す
。『
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ

ド
物
語
』の
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
だ
。

こ
の
映
像
に
、
当
時
幼
稚
園
児
の

赤
間
さ
ん
は
鳥
肌
が
立
っ
た
の
を

今
で
も
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

　

画
面
か
ら
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に

「
マ
リ
ア
」「
ト
ゥ
ナ
イ
ト
」「
ア
メ

リ
カ
」
な
ど
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン

ス
タ
イ
ン
の
名
曲
が
次
々
と
流
れ

出
し
、音
楽
に
合
わ
せ
た
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
ロ
ビ
ン
ス
の
振
付
で
、
役
者
た

ち
は
と
こ
ろ
狭
し
と
歌
い
、
踊
る
。

そ
れ
を
追
う
斬
新
な
カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
。
幼
い
頃
に
、
こ
ん
な
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
映
画
の
洗
礼
を
浴
び
た
赤

間
さ
ん
は
、こ
の
映
画
を
こ
と
あ
る

ご
と
に
観
直
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
行
き
た
い
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
行
っ
て
自
分
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

っ
て
い
っ
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
夢
見
て

　

今
も
続
け
て
い
る
バ
レ
エ
を
始

め
た
の
は
小
学
校
２
年
生
の
時
。

理
由
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
バ

レ
エ
が
必
要
だ
か
ら
。
母
親
に
そ

う
説
明
す
る
と
、
笑
っ
て
い
た
と

あ
か
ま
・
ま
り
こ
●
女
優
。
1
9
7
0
年
生
ま
れ
。
無
名
塾
出
身
。
舞
台
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
等
で
活
躍
中
。
昨
年
公
開
の
『
わ
が
母
の
記
』

で
映
画
に
も
進
出
。
今
後
も
出
演
映
画
『
江
ノ
島
プ
リ
ズ
ム
』『
乙
女
の
レ
シ
ピ
』『
天
心
』
等
の
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
連
載
❶
】

赤
間 

麻
里
子
さ
ん
（
女
優
）

人
生
の
進
路
を
左
右
し
た

　

 

１
本
の
映
画
と
の
出
逢
い
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全
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文
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漫
画
に
影
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漫
画
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目
指
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に
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も
う
１
つ
は
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は
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手
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治
虫
に
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漫
画
家
に
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石
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森
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太
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の
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サ
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の
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と
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も
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も
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ん
が
こ
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画
を
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は
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幼
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園
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う
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で
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物
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』の
フ
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ス
ト
シ
ー
ン
だ
。

こ
の
映
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に
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当
時
幼
稚
園
児
の

赤
間
さ
ん
は
鳥
肌
が
立
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た
の
を

今
で
も
覚
え
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い
る
と
い
う
。

　

画
面
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シ
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ワ
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の
よ
う
に

「
マ
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ア
」「
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ナ
イ
ト
」「
ア
メ

リ
カ
」
な
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レ
ナ
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ド
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バ
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ン

ス
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イ
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の
名
曲
が
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と
流
れ

出
し
、音
楽
に
合
わ
せ
た
ジ
ェ
ロ
ー

ム
・
ロ
ビ
ン
ス
の
振
付
で
、
役
者
た

ち
は
と
こ
ろ
狭
し
と
歌
い
、
踊
る
。

そ
れ
を
追
う
斬
新
な
カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
。
幼
い
頃
に
、
こ
ん
な
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
映
画
の
洗
礼
を
浴
び
た
赤

間
さ
ん
は
、こ
の
映
画
を
こ
と
あ
る

ご
と
に
観
直
し
て
は
、
ニ
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ー
ヨ
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に
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た
い
、ニ
ュ
ー
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に
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っ
て
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分
も
ミ
ュ
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ジ
カ
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を
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い
と
い
う
思
い
が
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な

っ
て
い
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た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
夢
見
て

　

今
も
続
け
て
い
る
バ
レ
エ
を
始

め
た
の
は
小
学
校
２
年
生
の
時
。

理
由
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
バ

レ
エ
が
必
要
だ
か
ら
。
母
親
に
そ

う
説
明
す
る
と
、
笑
っ
て
い
た
と

あ
か
ま
・
ま
り
こ
●
女
優
。
1
9
7
0
年
生
ま
れ
。
無
名
塾
出
身
。
舞
台
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
等
で
活
躍
中
。
昨
年
公
開
の
『
わ
が
母
の
記
』

で
映
画
に
も
進
出
。
今
後
も
出
演
映
画
『
江
ノ
島
プ
リ
ズ
ム
』『
乙
女
の
レ
シ
ピ
』『
天
心
』
等
の
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

い
う
。

　

や
が
て
彼
女
は
、
当
時
、
昭
和

音
楽
大
学
に
併
設
さ
れ
て
い
た
昭

和
音
楽
芸
術
学
院
に
進
む
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き
た
い
と
い
う

思
い
は
募
る
ば
か
り
。
機
会
は
19

歳
の
時
に
や
っ
て
き
た
。
お
金
を

貯
め
、
学
校
を
休
学
し
て
３
カ
月

間
だ
け
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

ダ
ン
ス
留
学
し
た
。
よ
う
や
く
夢

に
一
歩
近
づ
い
た
よ
う
に
感
じ
た
。

ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
・
ス
ク
ー

ル
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ
レ
エ
・
シ

ア
タ
ー
、
ダ
ン
ス
・
ス
ペ
ー
ス
・

セ
ン
タ
ー（
現
在
の
ダ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー
・

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）
の
３
カ
所
に
通

い
、
バ
レ
エ
、
ジ
ャ
ズ
、
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

た
。
だ
が
、
彼
女
が
思
い
知
ら
さ

れ
た
の
は
、
レ
ベ
ル
の
違
い
。
本

場
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
な
い
と
い
う

厳
し
い
現
実
だ
っ
た
。

　

失
意
の
帰
国
。
だ
が
、
ま
だ
諦

め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
心
機

一
転
。
昭
和
音
楽
芸
術
学
院
を
退

学
し
た
赤
間
さ
ん
は
、
名
優
・
仲

代
達
矢
さ
ん
が
主
宰
す
る
無
名
塾

の
扉
を
叩
く
。
３
年
間
の
在
籍
期

間
の
う
ち
、
１
年
間
は
家
か
ら
通

っ
た
。
だ
が
、
あ
と
の
２
年
は
仲

代
さ
ん
に
頼
み
込
ん
で
、
稽
古
場

の
２
階
に
あ
る
台
本
部
屋
に
住
み

込
ん
だ
。
三
畳
一
間
の
部
屋
は
、

足
が
つ
か
え
て
横
に
な
る
の
も
ま

ま
な
ら
な
い
。
夏
は
ト
タ
ン
屋
根

が
猛
烈
な
熱
を
含
み
、
お
ま
け
に

窓
は
小
さ
く
、
暑
く
て
寝
不
足
が

続
く
。
だ
が
、
稽
古
は
ほ
と
ん
ど

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
形
で
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

　

修
業
期
間
を
終
え
た
赤
間
さ
ん

は
、
そ
の
後
無
名
塾
の
劇
団
員
と

し
て
、稽
古
と
全
国
ツ
ア
ー
の
日
々

を
過
ご
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
へ
の
夢
は
捨
て
ら
れ

な
か
っ
た
。
彼
女
は
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
に
応
募
し
続
け
る
。
ホ
リ
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
〜

１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
』
に
応

募
し
た
最
大
の
理
由
は
、
大
好
き

な
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
の
振
付
師

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
ゥ
ク
フ
レ
の
演

出
だ
っ
た
か
ら
。
そ
し
て
つ
い
に

彼
女
は
そ
こ
で
子
猫
の
役
を
射
止

め
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。
東
京
、

名
古
屋
、
フ
ラ
ン
ス
と
回
っ
て
１

年
間
が
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
。
だ

が
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
た

こ
と
で
、
ま
る
で
憑
き
も
の
が
落

ち
た
か
の
よ
う
に
、
自
分
が
出
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
な
く
な
っ
た
。

あ
る
意
味
、
彼
女
の
青
春
は
そ
こ

で
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

昨
年
公
開
の
『
わ
が
母
の
記
』
で
、

彼
女
は
念
願
の
映
画
出
演
を
果
た

し
た
。
主
人
公
の
妻
の
役
だ
っ
た
。

義
理
の
母
親
役
を
演
じ
た
樹
木
希

林
さ
ん
か
ら
、女
優
の
凄
さ
と
厳
し

さ
を
教
え
ら
れ
た
。
足
も
と
に
も

及
ば
な
い
。
あ
と
何
十
年
か
け
て

で
も
い
い
。少
し
で
も
あ
の
域
に
近

づ
き
た
い
と
思
っ
た
。『
ウ
エ
ス
ト
・

サ
イ
ド
物
語
』
で
目
指
し
た
彼
女

の
道
は
、
い
つ
し
か
演
技
派
女
優

を
目
指
す
道
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　

こ
の
先
、
彼
女
は
ど
う
成
長
し

て
い
く
の
だ
ろ
う
。
間
違
い
な
く

円
熟
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
、
そ
の

道
筋
を
楽
し
み
に
見
守
り
た
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ウ
エ
ス
ト
・

サ
イ
ド
の
非
行
グ
ル
ー
プ
、

イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ェ

ッ
ト
団
と
プ
エ
ル
ト
リ
コ
系
ア
メ

リ
カ
人
の
シ
ャ
ー
ク
団
は
、
対
立

を
繰
り
返
し
て
い
た
。あ
る
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
で
の
こ
と
。シ
ャ
ー
ク
団

の
リ
ー
ダ
ー
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
（
ジ
ョ

ー
ジ
・
チ
ャ
キ
リ
ス
）の
妹
マ
リ
ア

（
ナ
タ
リ
ー
・
ウ
ッ
ド
）は
、
ジ
ェ
ッ
ト

団
の
リ
ー
ダ
ー
、
リ
フ
（
ラ
ス
・
タ

ン
ブ
リ
ン
）の
兄
貴
分
ト
ニ
ー
（
リ
チ

ャ
ー
ド
・
ベ
イ
マ
ー
）と
知
り
合
い
、恋

に
落
ち
る
。一
方
、
グ
ル
ー
プ
の
対

立
は
激
化
し
、決
闘
へ
と
発
展
す
る
。

マ
リ
ア
に
頼
ま
れ
止
め
に
入
っ
た

ト
ニ
ー
だ
っ
た
が
…
…
。

　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』を
現
代
劇
に

ア
レ
ン
ジ
し
直
し
た
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。映
画
化

さ
れ
て
、世
界
的
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

【
連
載
❶
】

赤
間 

麻
里
子
さ
ん
（
女
優
）

人
生
の
進
路
を
左
右
し
た
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よ
ほ
ど
時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
は

別
と
し
て
、
海
外
旅
行
の
交
通
手
段

と
い
え
ば
、
飛
行
機
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
だ
が
、
こ
の
お
も
ち
ゃ
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
船
が
つ
く
ら
れ
た

1
9
3
0
年
代
に
は
、
大
陸
間
の
移

動
と
い
え
ば
、
ま
ず
船
旅
が
主
流
で

あ
っ
た
。
船
の
名
前
は
、
舷
側
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ク
イ
ー
ン
・
メ

リ
ー
。
当
時
の
英
国
王
妃
の
名
前
に

由
来
す
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

大
英
帝
国
の
船
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
お
も
ち
ゃ
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
で
、
海
外
向
け
に
つ
く
ら

れ
た
製
品
で
あ
る
。
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ

ャ
ッ
ク
の
は
ず
の
国
旗
が
、
星
条
旗

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
お
も

ち
ゃ
職
人
が
う
っ
か
り
英
国
と
米
国

を
間
違
っ
て
つ
け
て
し
ま
っ
た
た
め

だ
ろ
う
か
。

　
「
外
国
の
も
の
と
比
べ
る
と
日
本

製
の
お
も
ち
ゃ
は
格
段
に
手
が
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ク
イ
ー
ン
・
メ
リ

ー
に
し
て
も
外
国
製
の
コ
ピ
ー
な
の

で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
よ
り
ず
っ
と

雰
囲
気
が
出
て
い
る
。
お
も
ち
ゃ
は

ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
で
、
船
底
に
つ
い

て
い
る
車
輪
を
回
し
地
面
の
上
を
動

き
ま
す
。
面
白
い
の
は
、
車
軸
が
わ

ざ
と
中
心
か
ら
少
し
ず
ら
し
て
あ
る

と
こ
ろ
。
そ
の
た
め
船
は
ま
る
で
波

に
揺
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
上
下
動
を

繰
り
返
し
な
が
ら
進
ん
で
行
く
の
で

す
。
お
そ
ら
く
、
実
物
が
就
航
し
て

か
ら
そ
う
間
を
置
か
ず
に
つ
く
ら
れ

た
お
も
ち
ゃ
で
し
ょ
う
」（
北
原
氏
） 

　

ク
イ
ー
ン
・
メ
リ
ー
が
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ラ
イ
ナ
ー
（
大
洋
航
路
船
）
と

し
て
、
英
国
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
の
港

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
へ
と
向
か
っ

て
処
女
航
海
を
開
始
し
た
の
は
、

1
9
3
6
年
5
月
27
日
の
こ
と
で

あ
る
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
動
力
と
す

る
全
長
3
1
1
ｍ
も
の
大
型
豪
華
客

船
は
、
2
0
0
0
人
を
超
え
る
乗
客

を
4
日
間
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

乗
客
た
ち
は
、
と
き
に
海
を
眺
め
な

が
ら
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
、
夜
と
も
な
れ

ば
好
み
の
酒
に
酔
い
し
れ
、
専
用
の

バ
ン
ド
が
奏
で
る
流
行
の
ジ
ル
バ
や

ブ
ギ
ウ
ギ
で
踊
り
つ
つ
、
退
屈
す
る

い
と
ま
も
な
い
ま
ま
に
大
西
洋
間
の

移
動
を
終
え
た
。
そ
ん
な
当
時
の

優
雅
な
船
旅
の
様
子
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
こ
の
お
も
ち
ゃ
を
眺
め

て
い
る
と
、
い
ま
に
も
船
か
ら
汽
笛

の
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

（
資
料
提
供
：
北
原
照
久
氏
）

豪
華
客
船

（
1
9
3
0
年
代
：
ブ
リ
キ
、
日
本
製
）

横
浜
ブ
リ
キ
の
お
も
ち
ゃ
博
物
館

館
長　
北
原 

照
久
氏

資料提供：横浜ブリキのおもちゃ博物館

米国の作家、ポール・ギャリコがこのクイーン・メリーで旅したことがある。運悪く嵐に襲われ、大波のな
かであわや転覆かという思いをしたことが、沈没しつつある船から脱出する小説を書くきっかけとなった。
この小説が、映画化もされてよく知られている『ポセイドン・アドベンチャー』である。　




